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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神道　邦
男

信頼と絆
　１９９３年に入会させて頂き16年が経過しました。その間様々な経験をさせて頂いたことに感謝しており
ます。そしてこのたび伝統ある岡崎南ライオンズクラブの会長職を拝命し、責任の重大さに大きな緊張
感を覚えています。
私たちメンバーは、縁あって同じクラブに所属をし、共に協力し合い、毎年多くの事業を展開して参り
ました。また、親睦を深め大きな友情を育みながら、2009年には設立45周年を迎える事が出来ました。
2009～2010年度は、50周年に向けての新たな一歩の年度と位置づけ、より団結心のあるクラブへの
発展のために、テーマを「信頼と絆」といたしました。

クラブ活動と企業活動
　私たちは、ライオンズクラブメンバーという前に、企業の責任者としての使命を負っています。世界的
な経済不況の嵐が吹き荒れる今日において、今まで以上に企業と真剣に向き合って行かなければな
りません。この様な中で企業活動とライオンズクラブ活動の両立には、大きなエネルギーを費やします。
しかし、個人の立場では、限界のある奉仕活動も、ライオンズクラブでは、長年に渡っての多様なプロ
グラムや成功事例があります。その素晴らしさを再認識し、時代のニーズを的確に捉え、想いを込め
た奉仕をして行ければと願っています。また、効率の良い運営にも力を注いで行きたいと思います。

ゾーン・チェア・パーソンの輩出
　46年目の今年度は、当クラブよりゾーン・チェア・パーソンを輩出させて頂きます。その重責をＬ．小
林数生に担って頂きます。ゾーン会議の開催、ガバナー公式訪問例会の設営など、様々な活動が
あります。ゾーン・チェア・パーソン輩出クラブとして誇りの持てる支援を行なって行きたいと思います。

奉仕活動　　　「子どもたちの未来のために・・・」
　２２年間続いておりました、「岡崎市民チャリティー芸能祭」は、残念ながら45周年の年度で一度中
止を余儀なくされました。多くの関係者の皆様には多大なご迷惑をお掛けし、申し訳ない思いでおりま
す。再度の挑戦をとも考えてまいりましたが、今年度においては開催しない方向で計画をさせて頂きたく
思います。どうぞご理解をお願いいたします。
　45周年の年度から始まりました、「姉妹クラブの子どもたちの交流事業」においては、我がまち岡崎
からも子どもたちを送り出し、大きな交流事業へと発展出来ればと願っています。子どもたちへの活動
では、「薬物乱用防止教室」の拡大と充実を図って行きたいと考えています。また、ライオンズクラブ国
際協会が開発しました教育プログラム「ライオンズ・クエスト」は、全国的にはまだまだ普及、拡大が遅
れておりますが、少しずつ成果や拡大の予兆が見えているとの報告があります。その様な現状を踏ま
え、将来を見据えながら研究をして行きたいと思います。
奉仕活動の基本を「子どもたちの未来のために・・」のテーマのもと様々な活動を考えて行なって行け
ればと考えています。

現在、全世界では1,300,000人以上のライオンズメンバーが、さまざまな奉仕を行なっています。世界で
一番大きな奉仕団体に所属している意義と責任に今一度思いを巡らせながら、共に一年間を有意
義に過ごして行きたいと思います。どうぞメンバーの皆様のご協力を心からお願い致します。



日　時 ２００９年７月２日（木）　
場　所 岡崎高砂殿 １７：３０～
担　当 計画委員会

会長方針
テーマ　：　信　頼　と　絆

スローガン　：　子どもたちの未来のために
例会　：　規　律　と　楽　し　さ　を
理事会　：　英　知　を　集　め　て

委員会　：　切　磋　琢　磨　と　友　情
奉仕　：　想　い　を　込　め　て

第１０８５回　　２００９年度発足例会

２００９年度の岡崎南ライオンズクラブが会長L神道邦男　幹事L神
谷篤の舵取りで「子どもたちの未来のために」をスローガンに、力
強く発進しました。

L太田建一郎　直前会長　　L大河
原信夫　直前幹事　お疲れ様でし
た。もうこれで肩の荷物は全ておろ
せましたね・・・

会長　幹事　会計
の皆さん　一年間
体に気をつけて頑
張って下さい。

メンバーを交えて
のアトラクションも
大変盛り上がりまし
た。



日　時 ２００９年７月１６日（木）　
場　所 定例会場 １２：３０～
担　当 PRITライオンズ情報委員会

長い間会計を担当してもらった宮崎氏の送別会を　有志で開催しました

第１０８６回　　７月第２例会

「YE」と「LCIF」って何？？？？？？　をテーマに、岡崎南ＬＣメンバーの L.伊藤勝嘉
Ｌ.太田健一郎　の講師で　卓話例会を開催しました。
プロジャクターを使い、ＹＥの本来の目的や、ＬＣＩＦの献金の使われ方など、わかりやす
く解説してもらいました。

７月から米国へ留学するＹＥ派遣生の壮行と　Ｌ杉浦民扶による国際大会での表彰の報
告も行いました。

宮埼洋一氏送別会


